
特別活動５ 神輿復活プロジェクト 
～１０年前に途絶えた神輿を復活させよう～ 

 
９月１４日（金）、３年生の総合的な学習の時間、いよいよ「かほくまつり」に向けての

取組がスタートしました。今年の取組の中心は「神輿」の復活です。かつて、かほくまつ

りで担がれていた神輿を中学生の手で復活させようというプロジェクトです。これは、鹿

北の文化を再興しようとする取組でもあります。 

これから毎週、地域の方々にご指導いただき、神輿とは何かから、神輿の担ぎ方、手拍

子のし方などを教えていただきます。神輿を担いでみて、息が合わないと肩がとても痛く

なります。思っていた以上に難しいことを知らされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神輿の復活 １１月１７日 

１０時の開会式での披露、そして１３時 

には本格的に神輿の復活を成し遂げました。 

神輿の両側にはたくさんの方が来てくださり 

「ソイヤ！ソイヤ！」の大きな声。胸が熱く 

なった瞬間です。地域の方々、来場者の方々 

の笑顔とともに会場が最高に盛り上がり、思っていた以上に大きな感動の場面を中学

生が創り出してくれました。今年も、中学生が地域貢献を通して大きく成長し、また、

３年生が、１・２年生にとって大きな目標・壁、そしてあこがれの存在となることが

できました。 

熊日新聞、読売新聞など多くの報

道機関が中学生の取組を紹介し

てくれました。 
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  １２月１４日（金）午後、３年生全員で作

成したかほくまつりの写真や感想がつづら

れた巨大な掲示物を持参し、鹿北市民センタ

ーにまつりのお礼にうかがいました。市民セ

ンター職員の方々からは、地域の方々から、

中学生の取組や活動に元気をもらった、感動

したとの声が寄せられているとの言葉をい

ただきました。また、かほくまつりで中学生

が頑張ってくれたことへの感謝状までいた

だきました。 

地域の方々との会議や意見交換

は、合意形成に至る過程で、厳し

いやりとりや要求があり真剣なも

のとなります。これは地域の方々

が、中学生を「お客さん」として

ではなく、「地域づくりのパートナ

ー」として受け入れてくださった

ことによります。この関係性は今

までになかった地域と学校の姿と

いえます。そして生徒は、ひとつ

の目的を達成するために、甘えと

か、妥協が許されない、社会の厳

しさの中に身を置くこととなりま

す。この厳しさこそが、社会の接

点での学びの「本質」ではないか

と考えています。地域の方々が遠

慮せず、生徒に接し、鍛えてくだ

さる。そんな協働関係を築けたこ

とが、何よりの財産となりました。 

地域との新たな関係 
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熊本日日新聞 平成３１年２月３日（日）掲載 

１２月３日（月）東京の文部科学

省にて、地域学校協働活動における

鹿北中学校の取組が評価され、「か

ほくまつりサポーター会議」が文部

科学大臣表彰を受賞しました。 

この賞は鹿北中学校が受賞したと

いうよりも、昨年度の卒業生も含

め、鹿北町のためにとの熱い思いを

持ったすべての方々に対する賞だと

思っています。 

７日（金）は、生徒会長が代表し

て山鹿市長を表敬訪問し、受賞の報

告をさせていただきました。 

 

鹿北の代表的な農産物である「お

茶」と「栗」を使ったスイーツを生

徒が考案し、地元の「ゆ～かむ」さ

んとのコラボレーションでの試作品

が完成したので、３年生全員で試食

会をしました。甘さ控えめですが口

の中に抹茶の香りが広がります。そ

して、栗を食べると今度は栗の甘さ

が広がってきます。鹿北の秋を感じ

させてくれるスイーツの完成に笑顔

が広がります。これから名前を決め

たり、いくらで販売するかなどの話

し合いを行っていくことになります

が、どんな名前になるのか、とても

楽しみです。 

「茶っぷりん」製作 

文部科学大臣表彰 

-39- 


